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整地後散布迄期間の操作によ　る

除草剤の効果向上について

土　井　健治郎・古　沢　典　夫

（岩手県農試）

緒　　　　　論
出にくいことと，その除草効果から，播種後全面土壌処

理の実用性はわけても高い．しかし，一面持続性が短か

畑作で実用化されている除草剤の種煩は多いが，接触　　いため遅発するメヒシバ等に効果が低く，特に乾燥条件

型に属するPCPは土壌条件による影響が少なく薬害が　　になると雑草種子の発芽が遅れるためタイミソグが合わ

第1表．禾本科．非禾本科別残存雑草量（椚2当り）
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ず・PCPはCATなどに統べるとその効果はとかく安

定性を欠くうらみがある．また，播種期の強風により処

理層が夙蝕を受けた場合には各除草剤とも著しく効果を

減ずるがPCPも例外でない．

以上のような理由から，整地後期間を変えて雑草のス

テージが異なった場合の数種の除草剤の効果の変化を調

査し・このような方法が果して効果を向上させ実用価値

があるかどうかの検討を行なった．

要するに，作物に対しては播種直後全面土壌処理とな

り，雑草に対しては生育期処理となるような工夫を，P

CPを中心に試みたものである．

89

1・裸地における整地後期間の差による各

除草剤の効果比較試験

1．試験方法

4月25日から5月15日まで5段階を設け各手頃除草後

耕起・砕土・整地を期日に行ない放置し，5月15日に各除

草剤を散布した・各区3〝22　3達乱塊法とし，PCP系は

PCPとしてa当り成分量905，CAT系は同10g，C

MUは7・59，FWq925は30gとした．液剤は展着剤を

加えd当り10gとした．雑草調査は6月，日行なった．

2・試験結果の概要

第2表．非禾本科草種別残存雑草量（桝2当り）
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（1）経過の概要

優勢雑草は非禾本科ではイヌタデ・アカザ・スべリヒ

ュ等であるが，4月25日整地区だけにはスカツタゴボウ

が多発している．また禾本科ではメヒシバだけが非常に

多かった．気象条件としては4月中はやや多雨であった

が，5月は降水量が少なく圃場が乾燥した．また全般に

平年よりかなり高温で条件は均一でなかった．

2．試験成街表

3．考　察

除草剤の各特性及び剤形による差異はかなり顔著であ

る．すなわち，PCPでは整地当日処理よりもある程度

第3表．禾　本　科　残

、、、＼‾tここ　　雑草名
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期間を置いて雑草の発生を促し生育期処理を行なった方

が好結果を示し，特にメヒシバでは大差が認められる．

水溶剤では，年次差はあろうが，10日位前が適当と推察

される．粒剤では草体への附差が不完全で水溶剤より遅

効なためか期間を置き過ぎると効果が著しく劣り，逆に

当日処理でもそれほど効果が劣らなかった．5√、JlO目前

が適当であろう．

PCNではPCPよりかなり効果は高く，この施用内

では期間による差は少なかった．

CATではある程度すでに生育した雑草には効果が少

ないものと思われ，むしろ当日区の方が効果が高く，こ

存　雑　草　量（I〝2当り）
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の点粒剤は一層頗著であり使い方によっては水溶剤以上

に期待されよう．CANではPCN同様に期間による差

は小さいがPCNより効果が劣っている．

CMUはCATと異なり茎葉処理の効果の大きな除草

剤であるが，PCPより一層生育期処理に適し，15～20

日位の放置が効果を向上させている．特にメヒシバで据

著である．

FW－925についてはこの範囲内では期間差が小さく

有効で注目すべき特性と思われる．

2・とうもろこしの整地後期間の長短操作

によるPCPの効果向上試験

1・試験方法

5月1日から20日までの5段階を設け，各期日に盤地

施肥をして放置し，5月20日に土をなるべく動かさぬよ

うに鎌播きを行い．PCPα当り成分90タを同日散布し

た．雑草調査は6月23日（34日後）行った．

2．試験結果の概要

（1）経過の概要

前試験に準ずる．優勢雑草としてはメヒシバ・ノビェ・

ニワホコリなど禾本科に属するものが多く，非禾本科で

はナズナ・タデ・アカザ類・エノキグサ・スベリヒュ等

が多目であった．

（3）試験成績表

第4表．禾本科・非禾本科別残存雑草量）3．3，〃2当り）
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第1図．残存雑草量（3．3〝22当り）

第5乱非禾本科草橿別残存雑草量（3．3，乃2当り）
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第6表．禾本科草種別残存雑単量〔3．3〃22当り〕

∴一一雑草冬　メヒシバ　■．ニワホコリ　ノビェ

窓卜宵議‾「壷ネ「壷妄‾ト豪打塞壷

（3）考　察

非禾本科雑草では10～15日位放置した場合が本数重量

とも最も少なく，当日区との差が大きい．

一方禾本科では本数重量ともに10日前操作区が最低

で，次いで5，15目前各区となっているが，20日前区では一

fL枯れ上っても再生する株があって効果が劣っている．

結局10日位前から放置しておいた区が最良で，禾本科

では離乳期から株を形成する時期までの幼弱期に当って

いる．

なお，とうもろこしについては薬害は全く認められず

その後の生育にも差が無く悪影浮は全く無かった．

総　　　　　括

PCPの持続性の短い欠点を補う方法として，10～15

日位前にすでに施肥覆土をしておき，雑草の発生を見て

から散布することによって離著な効果の向上をきたす．

実用的にはとうもろこし・大豆など点播する作物に対し

ては充分使用川来効果が大きい．この場合はなるべく土
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を動かさぬように鎌播することと，展着剤を加え濃度を

蒋過ぎぬようにする必要がある．

除草剤としてはCMUも同様な使用法がより有効と思

われるが，CATは逆に直後処理に適すると思われる．剤

形としてはPCP・CATともに粒剤は水溶剤よりも遅

効性で茎葉に附着しにくいためか，このような使用法に

はあまり適しない．但しPCN・CAN・などはこの範

囲内では期間を選ばず，FW－925（水溶剤）も同債向で

あった．

このような方法を行うことによって当然問題になる土

壌中の肥料の変化，機械化栽培との関連，更には期間を

置くことに対する兵家の労力関係などなお検討すべき余

地が多い．

しかし，除草労力の軽減，除草剤の効果の向上を重視

することによってこのような使用法は充分の実用性があ

ることが確信される．

風蝕地帯における簡易対蝕法について

若　生　松兵衛・及　川　慶　一

宮　沢　　　篤・北　沢　　　昭

（宮城県畏試）

1．は　じ　め　に

土壌侵蝕の恐ろしさは，あらためていうまでもないが，

近年開拓の進展に伴ない，宮城県下では水蝕と共に，夙

蝕・風害の著しい被害が見られる．この風蝕・風害の実

態を明らかにし，またこれの対策の早急な樹立が望まれ

ている．ここではこの風蝕・風害の実態と簡易対策試験

の結果について報告する．

2．風蝕・風害地帯の実態

夙蝕：県下の夙蝕地帯は概測13，000血諦こ及び開拓地が

約8，000如，既耕地5，000カ虎であり，開拓地では総画酷の

約70％に達する．

写真．風　軌　風

地帯別には，西部背染山脈である奥羽山脈の東麓地帯

即ち蔵王山髄，船形山聴，栗駒山雛などに広大な火山灰

の厚い堆積が見られ，これらの地帯が第一の夙蝕地帯で

あり，その面掛は約10，000血諦こ及び夙蝕地帯の大半を占

めている．中でも蔵王山鮭は面積も広大で約4，400加に

も及び，風蝕の程度も著しいものが多く見られる（写真

二　ト、

この故］三山猿の夙蝕は春の乾燥期における偏西風によ

るものが主で，土壌自体は火山灰質の軽馨な土壌であり，

掛こ融雪後の霜柱による浮上，乾燥により土壌構造も耐

蝕性が小さくなるものと考えられる．

写真の1および2は蔵王山柱の開拓地の例で7年間に70

仰の表土が完全に飛ばされ開拓を放棄したところである，

3．作土が飛ばされて
供が浮き上った麦

害　の　状　況

4．作土が飛ばされて
根が浮き上ったト
ウモロコシの残妹
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